
令和５年１１月 ７日 

御前崎市立高松幼稚園 

                                                  

  みどりっ子 
 

１１月に入り７日が過ぎました。１１月は霜月とも言い、冬の訪れを感じる時期と言われますが、今年

は、びっくりするほど暖かい日が続いていますね。もう少し季節が進んだらこの時期らしい気温になって

いくのでしょうか。 

先日は、親子活動への参加をありがとうございました。楽しい活動が盛りだくさんで、子ども達も笑顔

いっぱいでしたね。保護者の皆さん、お疲れ様でした。 

今後も園外活動やさつまいも掘り、文化の祭典への作品出展など、楽しい活動が続きます。 

また、秋が深まるのと同時に、身体を動かすことや自然物を使っての遊び、なりきったり表現したりして

友達や先生と遊ぶことなどが楽しくなってくる時期です。 

実りの秋と同様、みんなの毎日が充実した日々となることを願います。 

 

 

  

 

☆年賀はがきについて 

 例年、園からお正月に年賀はがきを送らせて頂いていますが、今回は控えて欲しいというお宅もあるか

と思います。そういった場合には、遠慮なく担任までお知らせ下さい。（入園前・ご実家のこと等把握でき

ていないこともあるかと思いますのでご協力お願いします。）11 月 10 日（金）までにお願いします。 

ご連絡がない場合は、年賀状を送らせて頂きます。 

 

☆読書の秋を迎えました 

読み聞かせの効果にはいろいろあります。 

① 親子で楽しめ、会話が広がる（ふれあいのひととき・ママとパパのストレス緩和につながる） 

② 語彙力や集中力がつく（学習する力へとつながる）  

③ イメージが広がり、想像力や感受性が豊かになる  

などの効果があるそうです。読み聞かせの心地よさは大人になっても覚えているものです。 

秋の夜長、寝る前の静かなひとときに、ぜひ読み聞かせをしてみてください。 

 

☆木の実を集めています 

  子ども達にとって、自然物は大事な宝物です☆ドングリやしいのみ、松ぼっくりやお茶の実などなど。 

もし身近にありましたら、分けていただけるとありがたいです。遊びの中で使っていきます。 

                                
❤ありがとう❤ 
 
・10月 19日、20日と保育に参加してくださったお家の皆さん、ありがとうございました「楽しかった～。」

「子ども達のパワーってすごいですね！」等の感想をいただきました。 

 

・10月も、地域の方が草刈り作業に来てくれました。例年だとそろそろ草が枯れて草刈りの必要はなくな

るのですが、「まだまだ暑くて草が伸びるから。」と様子を見ながら手伝ってくれました。 

ありがたいですね。 

 

 

 

 

お知らせ 

裏面へ 



 

 

 

今年度も半年以上が過ぎました。様々な経験を通して、それぞれが成長していることを感じます。 

園での生活を通して、きまりや約束事などを知り、守ることができるようになってきました。 

集団生活の中で必要となる約束事を再確認したいと思います。 

 

〇登園時、荷物を自分で持ち、しっかり歩いて登園してくる子が増えて嬉しく思っています。担任も、

少しずつ門で子ども達をお迎えできるようになってきました。お伝えすることがある場合もありま

す。また、安全上、正門のところでお子さんをお預かりしますので、毎日、正門まで送り届けてい

ただきますよう、ご協力お願いします。 

（帰りも、カバンは背負って帰りましょう！） 

 

○降園後の園庭解放は、保護者の責任のもと遊んでいただいています。けがのないよう、子どもさん

から目を離さないでください。また、今一度『①固定遊具で遊ぶ ②外トイレ使用 ③砂場、水、

ボール、おもちゃなどは使わない』という約束をお子さんと確認していただけるとありがたいです。 

 

〇引き渡し後、すぐに友達の家に遊びに行きたくなってしまう子もいると思いますが、事故やケガの

心配もあります。降園後は、どの子も一度自宅に帰り、荷物等の始末をし、少し休憩して気持ちを

切り替えてから友達の家等に遊びに行くようにしましょう。 

 

 

 

〇プール付近にある小屋に乗り、遠くを眺めたり飛び降りたりといった遊びも楽しんできましたが、 

先日、遊具点検の業者から『小屋の下部が少し痛んできていて少々危険』だという話がありました。 

安全面を考え、今後は屋根の上に乗って遊ぶことはやめるようにします。 

また、緑のトンネル上部もクッションとなる素材が剥がれてきていて危険な為、上に乗らないよう

にしています。 

 

☆高いところに上ったり下りたりといった遊びは、幼児にとって挑戦意欲や冒険心が刺激され、試し

たくなる遊びの１つです。そういった遊びが、身のこなし方や危険の回避の仕方などを学ぶ場と 

もなっていきますので、すべてを禁止にするのではなく、別の形で遊べるような環境を工夫してい

きたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 

約束の確認 

約束が１つ増えました 

 


